
ヤリイカ資源管理手法開発試験

伊藤欣吾

はじめに

ヤリイカの漁獲量の大きな年変動と、地域的な好不漁の差による漁業生産の不安定要因を解明し、資

源の効率的利用と漁業所得向上のため、ヤリイカの資源管理手法を開発する。

材料と方法

ヤリイカの卵発生に及ぼす水温の影響

5"Cから 11"Cまでの水温がヤリイカの卵発生に及ぼす影響について、次のような室内実験を設けて

調べた(表 1)。

実験1では、 5"Cから 11"Cまでの恒温条件で飼育し卵発生に適した水温を求めた。 1999年5月1

日に青森県小泊沖で採集されたヤリイカを水温9"Cの水槽内で産卵させ、得られた卵のうを 9"Cで

14日間 (Stage11)飼育した後、 5"C、 7"C、 9"C、 11"Cのインキュベーター内に移し、ふ化もしくは

発生が停止するまで飼育して観察した(以下、例えば9"Cから 5"Cへ移行した実験区を 9づ℃区と略

す)。飼育方法は海水約4リットルの円柱形トスロンタンク(直径250mm、高さ 300mm) に、約20

房の卵のうを収容し、止水状態でエアレーションを行った。海水は 15日間毎に交換した。なお、卵

の発生段階はBaeget a1. 5) による受精からふ化までの28段階区分に従った。

実験2では、 3段階の異なる発生段階において、正常に発生が進行する水温 (9"C)から、卵発生

に不適とされている 5"Cの水温に 15日間または30日間低下させ、再びもとの水温に戻して(以下、

低水温ショックと略す。また、この実験区を 9・5・9"C区とする。)飼育し、その生残率及びふ化率を

調べた。用いた卵のうと飼育方法は実験1と同様に行った。低水温ショックは発生段階の前期

(Stag巴11)、中期 (Stage21)、後期 (Stage26)の3段階に分けて行った。また、低水温ショックを

時間をかけて緩やかに与えた場合の影響を調べるため、 5"Cの低水温ショックを与える前後に 7"Cで

15日間飼育した実験区も設けた(以下、 9・7・5・7-9"C区と略す)。
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表1 ヤリイカの卵発生に及ぼす低水温実験の概要

水温('C) 低水温数の水温ショック開始使用した卵数数日 の卵発生ステージ と卵のう 産卵日

実験1.恒温実験

9-5 11 1，315 28 1 May， 1999 

9・7 11 909 16 1 May， 1999 

9 11 1，087 20 1 May， 1999 

9-11 11 1，265 22 1 May， 1999 

実験2:低水温ショック実験

9-5-9 15 11 945 22 1 May， 1999 

9-5-9 30 11 837 19 1 May， 1999 

9-5-9 15 21 1，114 21 1 May， 1999 

9・5・9 30 21 988 19 1 May， 1999 

9-5-9 15 26 1，138 20 1 May， 1999 

9-5-9 30 26 1，481 22 1 May， 1999 

9・7-5-7-9 15，15，15 13 1，429 23 1 May， 1999 

9・7-5-7-9 15，30，15 13 1，041 19 1 May， 1999 

ヤリイカの未成体分布調査

ヤリイカの幼体を採集するため、本県日本海沿岸の水深10...... 20mの海域において、民間船を用船し

ビームトロールの海底10分曳(速度2ノット)を行った。調査期間と調査地点は表2、図1に示した。ビー

ムトロールの仕様は前年同様4)で、ビームの長さ5m、網口の高さ2m、胴尻部の網目は22節のものを用

いた。また、 Minilog(VENCO社製)による底層水温の観測を行った。さらに、日本海沿岸の水深70m

の海域において、試験船青鵬丸によりオッタートロールの海底15......30分曳を行った。オッタートロール

の仕様は沿岸魚類資源動向調査(同報告書)に記載。

表2 ヤリイカ未成体分布調査の概要

調査期間 調査地点 調査漁具 調査船

1999/06/04 図1の1、2、3、4、5 ビームトロール 民間船

1999/06/28 図1の1、2、3、4、5 ビームトロール 民間船

1999/07/22 図1の1、広三 4、5 ビームトロール 民間船

1999/08/09 図1の1、2、3、5 ビームトロール 民間船

1999/09/02 図1の1、2、3、4、5 ビームトロール 民間船

1999/08/26 図1の6、7 オッタートロール青鵬丸
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図1 ヤリイカ未成体分布調査の調査海域

(調査地点:①~⑦)



ヤリイカの生物測定調査

鯵ヶ沢漁業協同組合において1999年9月3日に、大戸瀬漁業協同組合において2000年1月から 2000

年4月に毎月2回程度、ヤリイカの生物測定を行った。生物測定に供した標本は合計1，276個体であった

(表3)。測定項目は外套背長、体重、雌雄、成熟度、生殖腺重量、外套膜重量及び胃内容物とした。雄

については、生殖腺を精巣、貯精嚢及び精英嚢に分けて重量を測定し、成熟度の判定は精英嚢に精英が

入っていれば成熟、入っていなければ未熟とした。雌については、てん卵腺の重量および生殖腺を卵巣、

輸卵管及び輸卵管線に分けて重量を測定し、成熟度の判定は輸卵管に卵が入っていれば成熟、入ってい

なければ未熟とした。

生物特性値の推定にあたっては、標本を月毎に集計し、月毎の銘柄別漁獲量を重み付けして求めた。こ

れら 1999年漁期 (8月~翌年7月)の生物特性値を前年漁期的及び1995年漁期1) と比較した。

表3 ヤリイカ生物測定標本

年月日 漁協 漁法 銘柄 個体数 年月日 漁協 漁法 銘柄 個体数

1999.09.03 鯵ヶ沢 沖合底曳 水 100 2000.02.18 大戸瀬 底建網 67 

2000.01.04 大戸瀬 底建網 78 2000.02.18 大戸瀬 底建網 大 65 

2000.01.04 大戸瀬 底建網 大 29 2000.03.03 大戸瀬 底建網 水 63 

2000.01.06 大戸瀬 底建網 40 2000.03.03 大戸瀬 底建網 48 

2000.01.06 大戸瀬 底建網 大 36 2000.03.03 大戸瀬 底建網 大 54 

2000.01.17 大戸瀬 底建網 21 2000.03.22 大戸瀬 底建網 水 34 

2000.01.17 大戸瀬 底建網 大 34 2000.03.22 大戸瀬 底建網 27 

2000.01.19 大戸瀬 底建網 水 31 2000.03.22 大戸瀬 底建網 大 43 

2000.01.19 大戸瀬 底建網 大 44 2000.04.21 大戸瀬 底建網 水 34 

2000.02.03 大戸瀬 底建網 水 33 2000.04.21 大戸瀬 底建網 25 

2000.02.03 大戸瀬 底建網 大 58 2000.04.21 大戸瀬 底建網 大 28 

2000.02.07 大戸瀬 底建網 水 66 2000.04.26 大戸瀬 底建網 水 72 

2000.02.07 大戸瀬 底建網 49 2000.04.26 大戸瀬 底建網 46 

2000.02.08 大戸瀬 底建網 大 25 2000.04.26 大戸瀬 底建網 大 26 

合計 1，276 

水温環境調査

1995年3月6日に深浦町大戸瀬地先海深25m地点の海底上3mと海面下5mに記録式水温計(アレック

電子社製MDS・T)を設置し、 10分毎の水温を観測した。また、鯵ヶ沢町地先定置海面水温(棒状温度計

10時観測値)の2月平均値の経年変化を解析した。

ヤリイカの漁獲量調査

県統計(青森県企画部発行の「青森県海面漁業に関する調査結果書J)により市町村別、月別及び漁業

種類別の漁獲量と漁獲金額を調べた。また、ヤリイカの水揚げ主要漁協で、ある八戸(八戸市場と八戸漁

連)、大畑町、小泊、下前、鯵ヶ沢、大戸瀬、深浦の月別銘柄別漁獲量と漁獲金額を調べた。これらの

データは全てフロッピーディスクに記録しデータベースとして当場に保管した。
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結果

ヤリイカの卵発生に及ぼす低水温の影響

各実験区のふ化率とふ化期間を表4に示す。実験1では、 9・5"C区が約114日を要してStage23まで

緩やかに進行したが、その後進行が止まり全て死亡した。その他の実験区ではふ化まで達し、水温が

高いほどふ化に要する時間が短く、また、水温が高いほどふ化率も高い傾向があった。

実験2では、低水温ショックの期間や発育段階の違いによるふ化率を比較した。低水温ショックの

期間を 15日間と30日間とで比較すると、 4例中3例で30日間の方が15日間よりふ化率は低かった。

また、低水温ショックを与える発育段階を前期 (Stage11)、中期 (Stage21)、後期 (Stag巴26)の3段

階に分けてふ化率を比較すると、低水温ショック期間が15日間と30日間の両方とも、中期に最もふ

化率が低かった。特に、発育段階中期に30日間の低水温ショックを与えるとふ化しないことが明らか

になった。 9・7・5・7・9"C区では、 9"Cから 7"CへはStage13の時に、 7"Cから 5"CへはStage17の時に水温

が移行されたが、ふ化率を9・5・9"C区の発生段階前期の実験区と比較すると大きな差は見られなかっ

た。

表4 各実験区のふ化率とふ化期間

水温("C) ふ化率(%) ふ化要期間と50%ふ化日

実験1.恒温実験

9-5 。
9-7 59 126 -155 142 

9 93 88・ 106 93 

9-11 86 59 - 81 68 

実験2:低水温ショック実験

9・5・9 63 93 -110 97 

9-5-9 70 103 -121 111 

9-5-9 47 101 -118 109 

9-5-9 。
9-5-9 86 93 -109 96 

9-5-9 79 101 -114 109 

9-7-5-7司9 75 102 -119 110 

9-7-5・7-9 67 106 -126 115 
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ヤリイカの未成体分布調査

民間船ビームトロール調査による魚種別採集個体数を表5に示す。日本海治岸水深10"'-'20mの海域に

おいて、ヤリイカは6月4日と6月28日に各々 1個体と36個体採集され、 7月22日から 9月2日までは

採集されなかった。また、青鵬丸オッタートロール調査により、日本海沿岸水深70mにおいて、ヤリイ

カが190個体採集された。

1998年と 1999年の調査において採集されたヤリイカの外套背長組成を図2に示す。 1999年6月28日

に採集されたヤリイカの外套背長は9"'-'30mmであり、前年同期 (6"'-'15mm) と比較し大きい個体が多

かった。 1999年8月26日に採集されたヤリイカの外套背長は28"'-'64mmであり、前年同期 (36"'-'45mm)

と比較し大きい個体が多かった。

1999年8月9日に日本海沿岸水深10"，-，20mの海域で外套背長6"，-，8mmのアオリイカの幼体が5個体採

集された(写真1)。奥谷6) によれば、アオリイカ稚仔は眼が閉眼類の特徴を具え、鰭は成体のような側

位でなく後端位であるが、 Loligo属の幼生よりもはるかに広く、色素胞が外套膜上に極めて密で不規則

に分布し、大型の色素胞が3"，-，数列分布する Loligo属と区別できるとしている。今回採集されたアオリ

イカは、奥谷6)の報告によるアオリイカの特徴をそなえていること、さらに徳島水試の上田博士から提

供されたアオリイカ幼生の標本と照合し同定した(写真1)。
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表5 1999年の民間船ビームトロール調査による採集個体数

1999/6/4 1999/6/28 1999/7/22 1999/8/9 1999/9/2 合計
水深 (m) 10 20 10 20 10 20 10 20 10 20 

調査点数 1 4 1 4 1 4 1 3 1 4 24 

アイカジカ 。 30 。。。 。 。。。。 30 
アオリイカ 。 。 。 。。 。 2 3 。。 5 
アミメハギ 。 。 。 。。 。 8 8 。 43 59 
アラメガレイ 。 14 11 14 21 54 29 123 5 309 580 

イイダコ 。 。 。 。。 。。。。 1 1 
イカ類sp. 。 。。 1 。 1 。。。。 2 
イシガレイ 。 。 。 。 5 。 3 。。。 8 
ウマヅラハギ 。 。 。 。。 。。 1 。 1 2 
オオクチイシナギ 。 。 。 。。 。 1 。。。 1 
カジカ科sp. 。 。。 1 。 。。。。。 1 
カナガシラ 。 。 。 1 1 24 1 1 。。 28 
カワハギ 。 。 。 。。 。。。。 2 2 
クサフグ 。 。 1 。。 1 。。。。 2 
クロウシノシタ 。 。 1 。 2 。。。。。 3 
ササウシノシタ 3 36 5 10 38 32 15 33 1 54 227 

シロギス 。 。 。 。。 。 5 9 。 40 54 
ジンドウイカ 。 。 。 。。 。 2 6 。。 8 
タコ科sp. 。 1 。。。 4 。 1 。。 6 
タマガンゾウビラメ 。 。 。 。。 2 1 6 3 11 23 
ダンゴイカ科sp. 。 1 。 1 。 28 2 8 。 2 42 
チダイ 。 。 。 。。 1 。。 。。 1 
トビヌメリ 。 19 5 6 5 14 。。 。 1 50 
ネズッポ科sp. 。 。。 。 10 35 。 11 。 17 73 
ネズミゴチ 。 。 。 。。 。。。 3 。 3 
ハオコゼ 。 1 。 。。 。。。。。 1 
ハゼ科sp. 1 3 。 1 。 。。。。。 5 
ハゼ科sp.A 。。。。。 37 。 1 。。 38 
ハゼ科sp.B 。 。。。 1 7 1 4 。 17 30 
ハゼ科sp.c 。 。。。。 1 。。。。 1 
ハタタテヌメリ 。 3 。。。 。。。。。 3 
ヒメコウイカ 。 4 。 。。 5 。 2 。。 11 
ヒメジ 。 。 。 。。 。 1 。。 8 9 
ヒラメ 。 。 。 。 33 。 20 。。 3 56 
フグ科sp. 。 。。。。 。。。。 1 1 
マガレイ 8 49 。 。。 2 。。。。 59 
マコガレイ 3 56 。 4 。 5 。。。。 68 
マダイ 。 2 。 。。 10 。 17 。 4 33 
メイタガレイ 。 1 。。。 1 。 。。。 2 
メゴチ 。 2 。。 1 1 4 。 1 1 10 
ヤリイカ 。 1 6 30 。 。。 。。。 37 
ヤリヌメリ 3 21】 。 8 。 60 。 15 。 19 125 
合計 18 243 29 77 117 325 95 249 13 534 1，700 

写真1 アオリイカの幼体

(左:本調査標本ML=7.3mm、右:徳島県標本ML=6.4mm(上田博士提供))
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ヤリイカの生物測定調査

1995年漁期 (8月~翌年7月)から 1999年漁期の鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協におけるヤリイカの漁獲量

を図3に示す。 1995年漁期"-'1997年漁期は1月にピークのある単峰型を示したが、 1998年漁期と 1999

年漁期は2月にピークがあった。 1995年、 1998年及び1999年漁期の雌雄比は各年各月ともほぼ1:1で

あった(図的。成熟率は雌雄ともに1995年漁期に比べ1998年と1999年漁期はやや遅かった(図5)。外

套背長組成は、 1995年漁期に比べ1998年と 1999年漁期は最大になる時期がやや遅かった(図6、7)。
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図7 鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協におけるヤリイカの外套背長組成の推移

水温環境調査

1995"-'2000年の深浦町大戸瀬地先海深25m地点における海底上3mの冬季の水温を図8に示す。 1月

の水温を各年で比較すると、年々高くなっており 2000年が最も高かった。最低水温については、 1996

年、 1999年、 1997年の順に低く、 1996年は3月中旬から 1カ月間ほど8'Cを下回った。

鯵ヶ沢町地先定置海面水温は2月に最低水温となることのから、 2月平均水温について観測が開始さ

れた1951年以降の経年変化を図9に示す。 2月平均水温は1951"-'1988年では6'Cを中心に5"-'7'Cの範囲

で年変動していたが、 1989年以降は7"-'8'Cの範囲にあった。
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図8 深浦町大戸瀬地先海深25m地点の海底上3mにおける冬季水温の推移
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ヤリイカの漁獲量調査

県統計を用いて、8月~翌年7月の漁期年で集計した青森県全域におけるヤリイカの漁獲量と漁獲金額

の推移を図 10に示し、暦年で集計した漁獲量の海域割合を図 11に、暦年で集計した漁獲量の漁業種類

割合を図12に示す。 1998年漁期におけるヤリイカの漁獲量は前年比120%の3，394トンで、近年では1994

年、 1995年に次いで多く、統計開始の 1960年以降では高水準で、あった。 1998年漁期の漁獲金額は前年

比129%の33億 9，200万円で、統計開始の 1975年以降では最高となった。

青森県のヤリイカ水揚げ主要漁協である八戸(八戸市場と八戸漁連)、大畑町、小泊、下前、鯵ヶ沢、

大戸瀬および深浦の月別漁獲量10カ年分を付表1に示す。 1998年漁期のヤリイカ漁獲量は深浦と大戸瀬

で、は前年を下回ったものの過去10カ年と比較すると好漁であり、鯵ヶ沢、下前および、小泊では前年を上

回り過去10カ年と比較すると最高であり、大畑と八戸は前年を上回り、過去10カ年と比較すると並の

量であった。

青森県全域(県統計)、鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協、および八戸の月別漁獲量の推移を図13に示す。鯵ケ

沢漁協と大戸瀬漁協の漁獲量は、 1975年を境に漁獲のピーク時期に大きな変化がみられ、以前は棒受網

漁業が主体のため春季にピークがあり、以後は底建網主体のため冬季にピークがあった。さらに、鯵ヶ

沢漁協と大戸瀬漁協の漁獲量のピークは、 1976"-'1984年は12"-'1月に、 1985，，-，1988年は1月に、 1989"-'

1998年は1，，-，2月にあり、 1975年以降における冬季の漁獲のピークが1カ月ほど遅れてきている傾向が

うかがえた。
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図13 青森県全域(県統計)、鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協、および八戸の月別漁獲量の推移

考察

ヤリイカ卵発生と水温との関係

今回の実験により、ヤリイカ卵は発生途中において、水、温が7"Cに低下しそのまま続くとふ化率が低

下すること、さらに、 5"Cに低下しそのまま続くと発生が停止しふ化しないこと、また、一時的に5"C

の水温にさらされるとふ化率が低下することが明らかになった。これらの結果は、桜井ほか 8)の報告

と同様である。

また、今回の実験によりはじめて、ヤリイカ卵は発生途中において、一時的に5"Cの水温にさらさ

れる場合、その期間が長いほどふ化率は低下すること、特に、発生段階の中期にさらされるとふ化率

が極めて低くなることが明らかになった。

これらは、桜井ほか8)がヤリイカの産卵海域の水温が低下する前に産卵された卵は(主に冬産卵)、

冬季低水温、特に5"C以下の水温期間の長さと短期的水温変化が再生産の成否を決定しており、その

資源変動を予測する場合には、産卵海域の現場水温のモニタリングが重要であるという報告を指示す

るものである。本研究により、 5"Cの水温期間の長さとふ化率との関係が明らかになったことことは、

今後の水温のモニタリングによる資源変動予測に寄与するものと思われる。
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ヤリイカ未成体分布調査

これまでの調査2)却のから、本県沿岸海域におけるヤリイカの浮遊稚仔は、 4...".，.，7月の日本海から太

平洋北部にかけて広く分布し、日本海沿岸域における幼体は6...".，.，7月の海深20m付近に外套背長7mm

程で着底し、 6月下旬...".，.，8月中旬では外套背長7...".，.，25mmで成長しながら海深20m付近から徐々に沖合

へ移動し始め、 8月中旬...".，.，10月では外套背長25...".，.，150mmで大きく成長し海深50...".，.，120m付近に分布す

ると推測されている。これらの推測は、田村ほか10) が示した外套背長組成の小型のモードとほぼ一致

し、このモード群は春季に漁獲されるヤリイカの外套背長につながると推測される。しかし、冬季に

漁獲される大型のヤリイカにつながる未成体が採集されていないため、今後は広域的に調査を継続す

る必要がある。 1999年の日本海沿岸域における幼体は1998年より大型の個体が多く、早く沖合へ移

動したことが明らかになった。しかし、両年の水温に大きな違いが見られなかったことから、両年の

異なる分布の要因はわからなかった。

ヤリイカの生物測定調査

ヤリイカの生物特性値について鯵ヶ沢漁協と大戸瀬漁協を対象に1995年漁期、 1998年漁期および1999

年漁期で比較すると、雌雄比は各年各月ともほぼ1: 1で、成熟率は雌雄ともに 1995年漁期に比べ1998

年漁期と1999年漁期はやや遅く、外套背長組成は、 1995年漁期に比べ1998年漁期と1999年漁期は最大

になる時期がやや遅かった。これらのことから、ヤリイカの生物特性値は雌雄比の年偏差は極小さく、成

熟時期や成長の年偏差もそれほど大きくないことが推測される。しかし、今のところ3カ年の比較でし

かなく、データ数が少ないため、今後も、生物特性値を継続的にモニタリングし年変動を明らかにする

必要がある。

水温環境調査

本県日本海沿岸における最近の底層水温は3月に最低となり、その水温は7"C以上になっていたが、

鯵ヶ沢の海面水温を見ると1989年を境にそれ以前は1...".，.，2"C程低めに推移していたことを考えると、底

層水温も過去には7"Cを下回る年があったと推測される。そうすると、前述の5...".，.，7"Cの低水温がヤリ

イカの卵発生に悪い影響を及ぼした結果をあわせて考えると、本県日本海沿岸で冬季に産卵された卵

は卵発生に悪影響を及ぼす水温にさらされる危険があると考えられる。そこで、ヤリイカの再生産の

成否を予測するためにも、産卵場となっている海域の水温をモニタリングする必要がある。

ヤリイカの漁獲量調査

本県日本海側におけるヤリイカの冬季の漁獲ピークが徐々に遅れてきている要因については、暖冬に

よる漁場の北偏という考えもあるが、想像の域を出ない。 1984...".，.，1986年の不漁の原因については、異常

冷水年といわれるほどの冬季の低水温が卵発生や成育に悪影響を及したためと推測されるべ

いずれにしても、漁獲量の変動要因を解明するためには、本県沿岸で漁獲されるヤリイカと同一の集

団について解析する必要がある。その集団の分布は、日本海においては能登半島以北と推定されている

7) 9)が、太平洋側においては明らかにされていない。そこで、漁獲変動の要因を解明のためにも分布域

を明らかにする必要がある。
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207，974 
181，691 
235，089 
123，046 
343，919 
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7 5 
77，795 
3，756 
49，545 
6，066 
10，855 
22，925 
18，030 
70，279 
3，489 
12，856 

4 
5，864 
26，718 
85，083 
2，724 
25，699 
124，908 
158，097 
152，363 
98，364 
222，567 

3 
154，982 
18，454 
79，773 
11，414 
2，320 
42，163 
576 
10，535 
11，798 
103，660 

2 
11，688 
3，885 
8，784 
740 
10，424 
16，665 
311 
1，453 
2，436 
1，299 

1 
121 
313 
1，773 
5，546 
5，457 
1，211 
4，089 
402 
4，818 
2，336 

12 
472 
236 
332 
504 
3，408 
72 
505 
55 
2，139 
1，107 

11 
144 
64 
64 
0 
0 
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0 
0 
0 
66 
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0 
3 
0 
0 
0 
3 
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ヤリイカ漉穫量(下前)
年¥月 8
1989 - 1990 
1990 - 1991 
1991 - 1992 
1992 - 1993 
1993 - 1994 
1994 - 1995 
1995 - 1996 
1996 - 1997 
1997 - 1998 
1998 - 1999 

単位斗孟
計

百一寸五万吉8
o 97，115 
o 126.236 
o 53，060 
o 117，438 
o 160，609 
o 157，229 
o 79，593 
o 71，107 
o 1立之笠

7 6

一0
5
0
0
n
η
仰

6
3
m

5 
351 
3，474 
15，178 
14，500 
11，863 
12，285 
36，632 
19，317 
4，724 
14，169 

4 
3罰百
26，292 
47，393 
12，664 
33，391 
88，983 
111，788 
54，390 
56，845 
139，022 

3 
61，360 
31，978 
31，252 
15，229 
11，358 
35，291 
5 
2，598 
2，561 
15，042 

2 
2市古
29，168 
27，282 
5，071 
26，227 
15，688 
139 
2，761 
1，386 
691 

415 
5，862 
4，729 
4，946 
33，030 
7，427 
7，755 
455 
4，888 
5，685 

12 
1，036 
336 
363 
650 
1，339 
656 
309 
44 
692 
2，800 

11 
36 
0 
39 
0 
0 

108 
0 
0 
0 
28 

10 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
8 
0 
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ヤリイカ漁糟量(小iF!l
年¥月 8
1989 - 1990 
1990 - 1991 
1991 - 1992 
1992 - 1993 
1993 - 1994 
1994 - 1995 
1995 - 1996 
1996 - 1997 
1997 - 1998 
1998 - 1999 

主隼ょ主
孟L
24，481 
68，964 
31，118 
53，757 
38，409 
66，544 
55，193 
48，617 
36，730 
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1，144 
18，780 
2，772 
2，766 
3，129 
4，255 
2，891 
1，138 
1，922 
1.348 

4 

14，037 
10，468 
3，465 
10，228 
2，847 
9，041 
3，393 
1，932 
3，158 
1，643 

3 
2，187 
2，781 
795 
7，673 
1，207 
2，123 
166 
2，466 
795 
2，032 

2 
1，293 
13，035 
8，865 
12，203 
4，829 
5，038 
13，528 
13，528 
5，025 
1，475 

1，522 
9，831 
6，331 
12，621 
10，207 
12，864 
17，557 
13，991 
15，979 
15，960 

12 
1，871 
6，224 
6，347 
4，767 
2，462 
5，525 
9，742 
10，148 
6，899 
4，818 

11 
1，341 
3，975 
880 
2，488 
3，453 
14，自57
5，268 
4，910 
2，010 
6，364 

10 
625 
2，925 
1，300 
616 
8，794 
11，982 
1，988 
3∞ 
540 
3，579 
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ヤリイカ漁獲量(大畑)
年¥月 8
1989 - 1990 
1990 - 1991 
1991 - 1992 
1992 - 1993 
1993 - 1994 
1994 - 1995 
1995 - 1996 
1996 - 1997 
1997 - 1998 
1998 - 1999 

皇位込阜
7 計
o 329，000 
3，000 468，000 
o 340，300 
o 421，300 
o 333，111 
o 1，050，488 
o 1，042，591 
80 766，247 
o 537，111 
o 660，930 

6 
81，000 
44，000 
0 
110 
0 
52 
O 

10 
523 
171 

5 
14，000 
24，000 
0 
2，020 
0 
940 
132 
150 
462 
887 

4 
8，000 
4，000 
0 
4，410 
0 
5，096 
1，086 
373 
1，013 
1，617 

3 
1，000 
1，000 
0 
3，660 
0 
7，851 
105 
3，557 
640 
3，785 

2 
25，000 
78，000 
11，300 
38，100 
40，000 
39，615 
3，943 
139，198 
6，783 
27，407 

q
U
 
4
 

1 
60，000 
93，000 
66，000 
117，000 
97，000 
255，934 
150，217 
214，641 
226，276 
157，278 

12 
85，000 
47，000 
119，000 
194，000 
123，100 
405，000 
526，969 
157，724 
252，437 
163，061 

11 
50，000 
158，000 
130，000 
46，000 
52，480 
321，000 
347，834 
161，676 
24，248 
283，182 

10 
5，000 
13，000 
11，000 
15，000 
20，501 
15，000 
12，209 
2，709 
24，688 
23，415 

9 
0 
1，000 
3，000 
0 

30 
0 
96 
86，129 
41 
127 

0 
2，000 
0 
1，000 
O 
U 

0 
0 
0 
0 

ヤリイカ漁稽量(八戸)
年¥月 8
1989 - 1990 
1990 - 1991 
1991 - 1992 
1992 - 1993 
1993 - 1994 
日開-1995 
1995 - 1996 
1996 - 1997 
1997 - 1998 
1998 - 1999 


